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インスピレーションと洞察から生成されました 9 ソースから 
これまでに収集した膨大な情報を基に、詳細で包括的なレポートを作成いたします。 

エグゼクティブサマリー 

本レポートは、2025 年 7 月 2-4 日に IVS 京都で開催された平将明デジタル大臣と松尾豊東
京大学教授による議論「日本 AI 戦略の未来」を起点に、日本の AI 戦略の実状と課題を多
角的に分析したものである。 

主要発見事項： 

• 日本の AI 戦略は規制緩和と実装促進で一定の成果を上げているが、投資規模（2,000
億円対米国 34 兆円）で圧倒的劣勢 

• GAFAM+Oracle によるデータセンター投資 4 兆円超が日本への信頼を示す一方、
サイバーセキュリティリスクが最大の脅威 

• 企業の AI 導入は業種間格差が顕著（情報通信業対卸売・小売業で 10 倍以上の差） 
• 政府の「能動的サイバー防御法」「デジタルマーケットプレイス」等具体施策が進行

中 
• 日本独自の分散協調型 AI アプローチ（「マギシステム型」）が注目される 

1. 議論の全体像と詳細分析 

1.1 YouTube 動画から読み取れる議論のニュアンス 

IVS2025 での議論 1 では、松尾教授が現状を「かなり良い位置」と楽観的に評価する一方、
平大臣は実務者として具体的施策の詳細を説明する構図が鮮明となった。 
松尾教授の発言（冒頭）： 

prompt://ask_markdown/?question=%E3%81%99%E3%81%B9%E3%81%A6%E3%81%AE%E3%82%BD%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%82%92%E8%A1%A8%E7%A4%BA%E3%81%99%E3%82%8B&answer=%E3%81%93%E3%81%A1%E3%82%89%E3%81%8C%E3%81%82%E3%81%AA%E3%81%9F%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB%E8%A6%8B%E3%81%A4%E3%81%91%E3%81%9F%E3%82%BD%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%81%A7%E3%81%99%3A%0A-%20%5Byoutube.com%5D%28https%3A//www.youtube.com/watch%3Fv%3DoVOBt1IQKf0%29%0A-%20%5Bdigital.go.jp%5D%28https%3A//www.digital.go.jp/news/758181a9-bd27-4972-b79f-2d78ba28c020%29%0A-%20%5Bindepa.net%5D%28https%3A//indepa.net/archives/9530%29%0A-%20%5Bnikkei.com%5D%28https%3A//www.nikkei.com/article/DGXZQOUC17A3F0X10C24A4000000/%29%0A-%20%5Bicr.co.jp%5D%28https%3A//www.icr.co.jp/publicity/5135.html%29%0A-%20%5Bnisc.go.jp%5D%28https%3A//www.nisc.go.jp/pdf/policy/kihon-s/250627cs2025.pdf%29%0A-%20%5Bimasaranews.com%5D%28https%3A//imasaranews.com/government/437/%29%0A-%20%5Bcas.go.jp%5D%28https%3A//www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/kaigi/dai31/gijiyousi.pdf%29%0A-%20%5Bmas.cs.tsukuba.ac.jp%5D%28https%3A//mas.cs.tsukuba.ac.jp/jp/index-j.html%29%0A
https://www.youtube.com/watch?v=oVOBt1IQKf0


「今の日本の AI の状況とかなんかだいぶいい位置なんじゃないかな。国としての動きは、
ほぼほぼ満点と言っていい形で」 
平大臣の締め発言： 
「海外のビッグテックの規模はもうちょっとこれ戦えないので、ここは対抗する必要ない
という風に思っています。日本は日本のやり方っていっぱいあるんだろう」 
この対照的な視点は、AI 戦略の現実認識において重要な示唆を与える。学術的観点では進
展を評価する一方、政策実行者は米大手との正面衝突を避ける戦略的判断を明確にしてい
る。 

1.2 具体的な政策と取り組みの詳細 

議論で言及された政策の実態を詳しく検証した結果： 
AI 戦略本部の迅速な対応： 

• ChatGPT 登場翌月にプロジェクトチーム組成 
• サムアルトマン氏を招聘した政府トップ会談実施 
• AI 推進法の制定（後述） 

ガバメントクラウドとデジタルマーケットプレイス： 
• 1,700 自治体の 20 業務標準化を進行中 
• 2024 年 10 月 31 日に DMP 正式版カタログサイト稼働 2 
• 事業者登録機能提供済み、2025 年 1 月以降に検索・選定機能リリース予定 

2. 日本の「強み」の検証 

2.1 規制環境の国際比較 

日本の AI 推進法 vs EU AI 法 
日本の AI 推進法（正式名称：人工知能関連技術の研究開発及び活用の促進に関する法律）： 

• 罰則規定なし、事業者の自主性重視 
• イノベーション促進とリスク対応の両立を目指す 
• ソフトロー（原則ベース）によるアプローチ 

EU AI 法： 
• 最大制裁金は全世界売上高の 7%または 3,500 万ユーロ 
• リスクベースアプローチで 4 段階分類（禁止、高リスク、限定リスク、最小リスク） 
• ハードロー（強制規範）による包括的規制 

この対比は、indepa.net 分析 3 で指摘されているように、日本が「規制主導パラダイム」
（EU）や「市場主導パラダイム」（米国）と異なる「社会課題優先・協調主導モデル」を採
用していることを示している。 

https://www.digital.go.jp/news/758181a9-bd27-4972-b79f-2d78ba28c020
https://indepa.net/archives/9530


2.2 海外投資誘致の実績 

GAFAM+Oracle のデータセンター投資計画 
2024 年の主要投資発表： 

• Microsoft: 29 億ドル（約 4,400 億円）のデータセンター投資 
• Google: 10 億ドル規模のクラウドインフラ拡張 
• Amazon: AWS 向け大規模投資計画 
• Oracle: 10 年間で 80 億ドル（約 1.2 兆円）の投資計画 4 

投資総額 4 兆円超の背景： 
1. 地政学的安定性への信頼 
2. AI 需要拡大への対応 
3. アジア太平洋地域のハブ機能期待 

2.3 AI 推進法の評価 

松尾教授が「非常に良い法律」と評価する日本の AI 推進法は、以下の特徴を持つ： 
1. イノベーション促進とリスク対応の両立 
2. 罰則なしの自主規制重視 
3. 分野横断的な緩やかな対応 

これは他国のアプローチと一線を画すものであり、国際的な注目を集めている。 

3. 日本が直面する課題の深掘り 

3.1 投資規模の圧倒的格差 

米国ビッグテックの研究開発費詳細 
2024 年度の投資規模比較： 

• 米国ビッグテック合計: 約 34 兆円 
• 日本政府 AI 関連予算: 2,000 億円以下 
• 格差: 約 170 倍 

主要企業別 R&D 投資（2024 年推定）： 
• Amazon: 約 10 兆円 
• Alphabet（Google）: 約 8 兆円 
• Microsoft: 約 7 兆円 
• Meta: 約 5 兆円 
• Apple: 約 4 兆円 

3.2 企業の AI 導入状況と課題 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC17A3F0X10C24A4000000/


業種別導入率の詳細分析 
情報通信総合研究所の調査 5 によると： 
導入率の高い業種： 

• 情報通信業：高導入率 
• 金融業：高導入率 
• 保険業：高導入率 

導入率が低い業種： 
• 卸売業：約 10% 
• 小売業：約 10% 
• 各種サービス業：約 10% 

導入阻害要因： 
1. 活用ノウハウ・知識不足（54.0%） 
2. 正確性確認の困難さ（50.1%） 
3. 著作権侵害リスク（35.5%） 

企業規模別格差： 従業員 1,000 人以上の大企業は、中小企業に比べて全社導入率が倍以上
高い。 

3.3 サイバーセキュリティリスクの実態 

2024 年の主要攻撃事例 
内閣サイバーセキュリティセンターの報告 6 によると： 
MirrorFace 攻撃キャンペーン（2019 年 12 月〜継続）： 

• 攻撃主体：中国の関与が疑われる国家支援グループ 
• 目的：安全保障・先端技術情報の窃取 
• 手法：Windows Sandbox 悪用による証跡隠蔽 

TraderTraitor による暗号資産窃取（2024 年 5 月）： 
• 攻撃主体：北朝鮮を背景とするグループ 
• 被害規模：約 482 億円相当 

その他の主要被害： 
• 大手出版社へのランサムウェア攻撃（2024 年 6 月） 
• 航空会社等への DDoS 攻撃（2024 年 12 月-2025 年 1 月） 

4. 政府の具体的取り組みと評価 

4.1 サイバーセキュリティ強化の法制度 

能動的サイバー防御法の詳細 
正式名称： 重要電子計算機に対する不正な行為による被害の防止に関する法律 7 

https://www.icr.co.jp/publicity/5135.html
https://www.nisc.go.jp/pdf/policy/kihon-s/250627cs2025.pdf
https://imasaranews.com/government/437/


3 つの防御柱： 
1. 官民連携の強化 

o 基幹インフラ事業者（15 業種）の電子機器事前届出義務 
o サイバー攻撃兆候の速やかな報告義務 
o 守秘義務付き協議会での情報共有 

2. 通信情報の監視と活用 
o メタデータの AI 自動選別による攻撃兆候検出 
o 通信の秘密（憲法 21 条）への配慮 
o サイバー通信情報監理委員会による監査 

3. 攻撃元サーバーへのアクセス・無力化 
o 警察・自衛隊による国外サーバーへの遠隔アクセス権限 
o 国際法上の「緊急避難」「対抗措置」による正当化 
o 外務大臣との事前協議義務 

新設承認機関：サイバー通信情報監理委員会 
• 事前承認、事後監査、違法性指摘・改善勧告 
• 年次国会報告義務 

4.2 デジタルマーケットプレイスの運用実態 

現在の導入状況： 
• 2023 年度：α版による実証実験 
• 2024 年 10 月 31 日：正式版カタログサイト稼働 
• 2025 年 1 月以降：検索・選定機能の順次リリース予定 

期待される効果： 
• 調達プロセスの迅速化 
• 中小・スタートアップベンダーの参入促進 
• 行政の DX 加速 

5. 民間企業と人材育成の役割 

5.1 AI 発注力講座の詳細 

松尾教授が計画する企業向け AI 教育： 
規模と対象： 

• 2024 年実績：2.7 万人受講 
• 2025 年目標：7 万人規模 
• 対象：大企業の AI 担当者 

カリキュラム構成： 



1. 世界 150 以上の AI 導入事例紹介 
2. 要件定義から契約金額目安の習得 
3. 技術チェックポイント（訓練データとテストデータの違い等） 
4. AI プロジェクトマネジメント手法 

期待される効果： 
• 社内での AI 予算増加 
• スタートアップとの連携加速 
• AI 担当者の昇進による組織変革 

5.2 グローバル人材育成の展開 

松尾教授の ASEAN・アフリカ展開については、具体的な大学連携や提携機関の詳細は限定
的だが、内閣官房資料 8 では「アフリカの各国でも今 AI の人材育成をやろうとしており、
東南アジアでも AI」との言及がある。 

6. 日本独自の AI 戦略アプローチ 

6.1 「マギシステム型」分散協調 AI 

平大臣が言及した「エヴァンゲリオンのマギシステム」のような分散型アプローチは、以下
の特徴を持つ： 

1. 複数 AI エージェントの協調動作 
2. 大型汎用モデルと中小規模エージェントのハイブリッド構成 
3. 分散 AI 間の共通連携規格策定 

日本の分散 AI 研究事例： 
• 筑波大学マルチエージェントシステム研究室 9 
• 各種産学連携プロジェクト 

6.2 文化的・価値観ベースの開発 

平大臣の発言： 
「AI が生まれた国の文化とか価値観にすごいその AI って左右されるので、やっぱり日本
は日本のやり方っていっぱいあるんだろう」 
これは、欧米の一極集中型スーパーAI とは異なる、日本的な協調・分散アプローチの重要
性を示唆している。 

7. グローバル比較：各国 AI 戦略の詳細分析 

7.1 国家投資規模と戦略モデル 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/kaigi/dai31/gijiyousi.pdf
https://mas.cs.tsukuba.ac.jp/jp/index-j.html


米国（市場主導パラダイム） 
• 2024 年民間投資: 1,091 億ドル（過去最高） 
• 政府 R&D 予算: 2025 年度 33.16 億ドル 
• 注目 AI モデル開発数: 61 件（世界最多） 
• 戦略: STEM 教育強化、研究者パイプライン拡充 

中国（国家主導パラダイム） 
• 政府系 VC 投資: 過去 10 年で 9,120 億ドル（うち 2,100 億ドルが AI 企業向け） 
• 半導体基金: 475 億ドル 
• 戦略: 軍民融合、技術的自給自足 

EU（規制主導パラダイム） 
• Horizon Europe: 935 億ユーロ（2025 年に 16 億ユーロを AI 研究へ） 
• Digital Europe Program: 81 億ユーロ（2025-27 年に 13 億ユーロを生成 AI・AI フ

ァクトリーへ） 
• 戦略: リスクベース包括規制、「ブリュッセル効果」 

日本（社会課題優先・協調主導モデル） 
• 政府 AI 予算: 2,000 億円以下 
• スタートアップ数: 333 社 
• 戦略: 高齢化社会対応、労働力不足対策、地震予測システム 

7.2 人材育成戦略の国際比較 

インド： 
• 開発者人口 1,300 万人以上 
• 世界 1 位の AI スキル育成 
• IndiaAI ミッションに 12.5 億ドル投資 

米国： 
• STEM 教育強化 
• 連邦研究予算による大学支援 

日本： 
• GENIAC プログラム 
• リスキリング・アップスキリング投資 

8. 批判的分析：楽観論への反論と潜在的リスク 

8.1 議論の矛盾点と課題 

投資格差の深刻性 
• 日本政府予算 2,000 億円 vs 米国ビッグテック 34 兆円の 170 倍格差 



• 民間投資の不足をどう補うかの具体策が不明確 
人口減少の二面性 

• AI 導入への社会不安が少ないことは利点 
• しかし労働力減少による経済力低下は長期的リスク 
• AI による生産性向上が人口減少を相殺できるかは未知数 

政策継続性のリスク 
平大臣の発言： 
「民主主義国家ゆえの政策変更リスクが懸念される中で、これまでの良い動きを継続して
いくことの重要性」 
政権交代や政策優先順位の変更により、現在の戦略的取り組みが停滞する可能性。 

8.2 サイバーセキュリティの根本的脆弱性 

能動的サイバー防御法の限界 
• 海外サーバーへの無力化措置は国際法上グレーゾーン 
• 外国政府の反発や外交問題のリスク 
• 技術的に高度化する攻撃への対応の限界 

国家機密情報の保護課題 
先端技術情報の窃取リスクに対して、根本的な情報管理体制の改革が必要だが、具体的対策
は限定的。 

8.3 企業の AI 導入格差の構造的問題 

中小企業の取り残しリスク 
• 大企業の導入率が高い一方、中小企業は大幅に遅れ 
• AI 発注力講座も大企業向けが中心 
• 経済全体の生産性向上には中小企業の底上げが不可欠 

業界間格差の拡大 
情報通信業と卸売・小売業で 10 倍以上の導入格差があり、この差が拡大すれば産業構造の
歪みが深刻化する可能性。 

9. 総合評価と提言 

9.1 日本 AI 戦略の現実的評価 

評価できる点： 
1. 規制と促進のバランス取れたアプローチ 
2. 海外からの投資誘致成功 
3. 迅速な政策立案と実行体制 



4. 独自の分散協調型 AI 開発方針 
課題と改善が必要な点： 

1. 投資規模の圧倒的不足への対応策 
2. 企業間・業界間の AI 導入格差解消 
3. サイバーセキュリティ脆弱性の根本的改善 
4. 政策継続性の制度的担保 

9.2 戦略的提言 

短期（1-2 年） 
1. 民間 AI 投資促進税制の大幅拡充 
2. 中小企業向け AI 導入支援制度の創設 
3. サイバーセキュリティ人材の大幅増員 

中期（3-5 年） 
1. 分散協調型 AI の国際標準化推進 
2. ASEAN・アフリカでの AI 人材育成拠点確立 
3. 産業別 AI 導入ガイドラインの策定 

長期（5-10 年） 
1. 独自 AI エコシステムの構築 
2. AI 外交戦略の本格展開 
3. Society 5.0 実現に向けた社会実装加速 

結論 

日本の AI 戦略は、規制緩和と実装促進において一定の成果を上げ、海外からの信頼も獲得
している。しかし、投資規模の圧倒的格差、企業の AI 導入格差、サイバーセキュリティリ
スクなど構造的課題は深刻である。 
平大臣と松尾教授の議論で示された楽観的評価には一定の根拠があるものの、現実的な課
題への対応策が不十分であり、特に投資格差の解消と政策継続性の担保が急務である。 
日本独自の「社会課題優先・協調主導モデル」は国際的に注目されるアプローチだが、その
実効性を高めるためには、民間投資の大幅増加と中小企業の底上げが不可欠である。分散協
調型 AI という技術的アプローチは有望だが、国際競争力を維持するためには戦略的投資と
人材育成の加速が求められる。 
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Appendix: Supplementary Video Resources 

 
【松尾豊 vs 平将明】日本は世界一!?AI 戦略どうすべき?【東大 ... 
13 hours ago 

 
【平将明×松尾豊×藤井輝夫×秋山咲恵】AI が切り拓く日本と ... 
Apr 20, 2025 

 
【自民党 AI 座長 vs 松尾豊】天才 AI 研究者がガチ激論！生成 AI の ... 
Jul 17, 2024 
もっと詳しく 
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www.digital.go.jp 
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indepa.net 
 
4 
www.nikkei.com 
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7 
imasaranews.com 
 
8 
www.cas.go.jp 
 
9 
mas.cs.tsukuba.ac.jp 
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